
岩手県におけるソルガム栽培について

１．はじめに

岩手県は、農業産出額の５１％を畜産が占めていま

す。その中でも大家畜生産（乳用牛・肉用牛）は重

要な産業と位置づけられており、その基盤となる自

給粗飼料の作付けも全国有数の面積を誇っています

（全国において牧草２位、青刈りトウモロコシ３

位）。しかし、近年、牧草地は造成後の年数経過に

よる収量の低下や、飼料用トウモロコシでは作付け

および収穫による労働負担が大きいため作付けが減

少する傾向にあります。

一方、米の生産調整への取り組みとして転作水田

への飼料作物の導入場面も多くなりました。そこ

で、岩手県では耐湿性がトウモロコシに比べて高

く、さらには牧草と同様の収穫体系（ロールベール

サイレージ）が可能である「ソルガム」の栽培の課

題に取り組み、２００４年に調製技術のマニュアルを作

成したので、その内容をふまえて今回、ご報告した

いと思います。

２．利用目的に応じた品種を選ぶこと
～品種間のバラエティに富む～

現在、ソルガムは国内で数十品種程度が流通して

いますが、品種によっては草丈４ｍに達するものか

ら１ｍ程度にしかならないものまで多様性に富んで

います。また、早晩性も岩手県においては８月はじ

めに出穂するものから１０月近くに出穂するもの、ま

た未出穂のものまで多種多様です（写真１、表１）。

このことから、ソルガムを作付けする場合には、品

種の特性を把握し、栽培目的にあった品種を選ぶ必

要があります。

ソルガムの播種の適温度はトウモロコシの１０℃よ

りも高い１５℃であるため、岩手県では播種時期はト

ウモロコシより２０日程度遅く設定します。また、収

穫は糊熟期（穂の上から３／４（子実の７５％）をつ

ぶすと糊状物が出てくる時期）に行います。糊熟期

に到達するまでの期間は品種により幅があるので、

収穫時期に合わせて品種の早晩性を選びます。ただ

し晩生品種の中には生育が停止する１０月中旬（日平

均気温が１５℃以下となる時期）になっても、糊熟期

に達しない品種もありますので、その場合は降霜ま

でに収穫します。

３．エネルギー含量が低い肉用繁殖牛向け
の飼料

一年生長大型飼料作物であるソルガムは、牧草に

比べると高い乾物収量を得ることが出来ます。ただ

し、トウモロコシに比較すると栄養価は低めなの

で、過肥を嫌う肉用繁殖牛の飼料として、もしくは

飼料設計に繊維質を要求する場合に適しています。

なお、近年では国内でのソルガム育種の取り組み

表１ 岩手県におけるソルガム供用品種の早晩性（２００１年）

品種名 出穂期 収穫時生育ステージ 早晩性

Ａ品種 ８／１６ 完熟 早生

Ｂ品種 ８／２１ 完熟 中生

Ｃ品種 ８／２１ 完熟 中生

Ｄ品種 ８／２２ 完熟 中生

Ｅ品種 ９／７ 乳熟中期 晩生

Ｆ品種 ９／７ 乳熟中期 晩生

Ｇ品種 ９／１１ 乳熟初期 極晩生

（注）刈り取りは１０月７日に一斉に行った。
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として、高消化性の品種が育成されており、これら

の栄養価の向上したソルガムを利用することが出来

ます。

４．ソルガムの収量性

ソルガムの特徴として、再生力があることから西

日本では２回刈りなどの多回利用が行われていま

す。岩手県においても１番草を出穂期としてその後

の再生草を収穫することが品種によっては可能です

が、年２回利用（出穂期と再生草）と糊熟期におけ

る年１回利用年間乾物収量は年１回利用の方が多く

なります。これは、岩手県の気候ではソルガムの再

生力が劣り、２番草の収量がほとんど期待できない

からです（図１）。このことにより岩手県では糊熟

期の年一回刈りを推奨しています（表２）。

５．収穫体系

ソルガムのサイレージ調製に向けた収穫作業体系

では、トウモロコシと同様にハーベスタ刈り取り、

固定式サイロでの貯蔵が一般的ですが、これは収穫

に専用機を必要とし、また、一連の収穫作業に複数

の労力を必要とします。また、播種方式もハーベス

タに合わせて点播または条播しなければなりませ

ん。しかしソルガムには牧草用の収穫専用機での収

穫（ロールラップサイレージ）が可能というトウモ

ロコシにない特徴があります。岩手県畜産研究所で

はこの特徴に注目し、特に、水田転作畑などの小面

積圃場で活躍している中型ロールベーラによる収穫

技術について検討しました。

収穫作業の流れは図２の通りになります。

刈り取り作業はモーアコンディショナを使用し茎

を圧砕すると、予乾がよく進みます。予めコンディ

ショナ部のローラの調整（間隔を広げる）が必要で

す。反転作業は２回実施すると効果的です。集草作

業はウインドローが極端に大きくなると、ロール

ベーラへの拾い上げが困難になるので注意が必要で

す。また、なるべく土を拾い上げないようにしま

しょう。梱包作業は牧草収穫よりも速度を落とし、

ピックアップ部への詰まりに気をつける必要があり

ます。密封はラップフィルム３回６層巻きとします。

岩手県ではソルガムの収穫は糊熟期の年１回利用

が望ましいのですが、糊熟期を迎えたソルガムは一

般的な品種でも稈長は２ｍ以上と大きくなり、茎も

固く太くなっていることから収穫機械に大きな負担

がかかります。特にモーアコンディショナ、中型

ロールベーラでの収穫物の詰まりが問題となりま

す。そこで、中型ロールベーラの体系に適したソル

ガムの播種法や品種を検討しました。

表３に作付け概要と収量を示しました。また、作

業時間の比較を図３、作業中の機械不具合発生状況

を表４に示しました。

播種方式を点播、もしくは稈長の短い品種を使用

することにより、一般品種の散播よりも収量が低く

なりましたが、岩手県の飼料作物の平均的な単収

表２ 岩手県におけるソルガムの収量

品種名 早晩性
稈長
（cm）

生草収量
（kg／１０a）

乾物収量
（kg／１０a）

Ａ品種 早生 ２１７ ３９０７ １２２１
Ｃ品種 中生 １５５ ４３１６ １１３９
Ｄ品種 中生 ２７３ ５６４１ １５４９
Ｆ品種 晩生 ２９３ ７２７７ １８９８
Ｈ品種 極晩生 ３５１ ８１５４ ２１５７

（注）２００１～０３年の平均値、点播（畝間７５cm×株間１０cm）の作付け

表３ 作付け概要および各品種、各調製法による収量

栽培方式の違いによる比較 品種の違いによる比較
供試品種 一般品種 一般品種区 小型品種区
播種方式 散播区 点播区 散 播
播種日 ２００２年６月３日 ２００３年５月３０日

播種量（kg／１０a） ４ ０．５ ４ ４
収穫日 ９月２０日 ９月１６日
収穫時熟度 糊熟初期 乳熟後期～糊熟初期
稈長（cm） ２６４ ２５０ ２３２ １０１
稈経（mm） １０．７ １５．５ ９．６ １１．１

生総収量（kg／１０a） ８０６０ ５７２３ ７７９６ ５７８９
乾物収量（kg／１０a） １７６９ １２４８ １６９２０ １２２２
乾物率（％） ２２．０ ２１．０ ２０．８ ２１．１

予乾後乾物率（％） ３３．４ ４０．５ ３０．７ ３４．１

表４ 作業中の機械不具合発生状況

２００２年（栽培方式の違いによる比較） ２００３年（品種の違いによる比較）
散播区 点播区 一般品種 小型品種

モーアコンディショナ
刈取時の走行停止回数（回／１０a）
※１

４．７ １．９ ５．０ １．１

中型ロールベーラの詰まりによる
ロス時間（秒／１０ａ）※２ １１３ １５ ８６．９ １７．９

※１ コンディショナ前部に収穫物が詰まり、放出ができなくなった状態。
※２ ピックアップ部（成形室入口）に収穫物が詰まり、成形室内に材料が
供給されなくなった状態。

図２ 収穫作業の手順・使用機械

図１ ソルガムの各品種における刈り取り回数別乾物収量（２００１年）
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（２００１年：牧草３８５０kg/１０a、トウモロコシ４８６０kg/

１０a）よりも高い水準でした。稈長の長い品種（約

２．５ｍ）は、播種方式を散播よりも点播にすること

により、作業時間が３８％短縮され、収穫時にかかる

負担もモーアコンディショナの不具合が６０％、中型

ロールベーラの不具合が８７％短縮されました。稈長

の短い品種（約１ｍ）では、播種方式を散播とした

場合でも、一般的な品種に比べて作業時間が３８％短

縮され、収穫機にかかる負担もモーアコンディショ

ナの不具合が７８％、中型ロールベーラの不具合が７９

％低減されました。

これらのことより、岩手県における中型ロール

ベーラでの収穫に適した播種方法は一般的な品種で

は点播、稈長の短い品種（小型品種）では散播を推

奨することとしました。

６．おわりに

輸入飼料の高騰が続く現在、粗飼料の安定収量確

保は農家にとって大きな課題となっています。各品

種の特性に対する適正な評価や調製方法の検討は公

的機関の大きな役割の一つであり、岩手県農業研究

センター畜産研究所においても、普及センターと一

体となり粗飼料の安定生産のために取り組んでいる

課題の一つです。今後も検討を続け、より収益の上

がる粗飼料生産のための技術を農家の方々へ提供し

ていきたいと思っております。

表５ 中型ロールベーラ体系の播種条件、使用品種の選択

播種法 一般的な品種
稈長の短い品種
（小型品種）

備考

点播 ◎
△

（収量が期待できない）
専用播種機が必要である。

散播 × ◎
ブロードキャスタによる
播種、ローラによる鎮圧
が必要

写真２ モーアコンディショナによる刈り取り

写真３ モーアコンディショナによる茎の圧砕

写真４ 中型ロールベーラによる収穫

写真５ ウインドローは小さく、土砂混入に注意

図３ 各品種、各調製方法による作業時間の比較

７

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／雪印種苗／牧草と園芸　２００８／５月号／００５‐００７　�　平久保様  2008.04.18 12.02.33  Page 


